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【提出日】平成22年10月4日(2010.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

［式中、
－－－は不在又は単結合であり；
Ｘ１はＮ及びＣＲ１から構成される群から選択され；
Ｘ２はＮ及びＣＲ２から構成される群から選択され；
Ｘ３はＮ、ＮＲ３、及びＣＲ３から構成される群から選択され；
Ｘ４は結合であるか又はＮ及びＣＲ４から構成される群から選択され；
Ｘ５はＮ及びＣから構成される群から選択され；
但し、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、及びＸ４の少なくとも１個はＮであり；
Ｚ１はＯ、ＮＨ、及びＳから構成される群から選択され；
Ｚ２は結合であるか又はＮＨ及びＯから構成される群から選択され；
Ｌはアルケニレン、アルキレン、アルキニレン、シクロアルキレン、

【化２】

、－（ＣＨ２）ｍＯ（ＣＨ２）ｎ－、及びＮ（ＲＹ）から構成される群から選択され、前
記式中、－（ＣＨ２）ｍＯ（ＣＨ２）ｎ－の左端はＺ２に結合しており、右端はＲ９に結
合しており；
ｍとｎは各々独立して０～６であり；
ＲＹは水素及びアルキルから構成される群から選択され；
Ｒ１、Ｒ３、Ｒ５、Ｒ６及びＲ７は各々独立して水素、アルケニル、アルコキシ、アルコ
キシアルコキシ、アルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルア
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ルキル、アルキル、アルキルカルボニル、アルキルカルボニルアルキル、アルキルカルボ
ニルオキシ、アルキルチオ、アルキニル、カルボキシ、カルボキシアルキル、シアノ、シ
アノアルキル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ホルミル、ホルミルアルキル
、ハロアルコキシ、ハロアルキル、ハロアルキルチオ、ハロゲン、ヒドロキシ、ヒドロキ
シアルキル、メルカプト、メルカプトアルキル、ニトロ、（ＣＦ３）２（ＨＯ）Ｃ－、－
ＮＲＡＳ（Ｏ）２ＲＢ、－Ｓ（Ｏ）２ＯＲＡ、－Ｓ（Ｏ）２ＲＢ、－ＮＺＡＺＢ、（ＮＺ

ＡＺＢ）アルキル、（ＮＺＡＺＢ）カルボニル、（ＮＺＡＺＢ）カルボニルアルキル及び
（ＮＺＡＺＢ）スルホニルから構成される群から選択され、前記式中、ＺＡ及びＺＢは各
々独立して水素、アルキル、アルキルカルボニル、ホルミル、アリール、及びアリールア
ルキルから構成される群から選択され；
Ｒ２及びＲ４は各々独立して水素、アルケニル、アルコキシ、アルコキシアルコキシ、ア
ルコキシアルキル、アルコキシカルボニル、アルコキシカルボニルアルキル、アルキル、
アルキルカルボニル、アルキルカルボニルアルキル、アルキルカルボニルオキシ、アルキ
ルチオ、アルキニル、カルボキシ、カルボキシアルキル、シアノ、シアノアルキル、シク
ロアルキル、シクロアルキルアルキル、ホルミル、ホルミルアルキル、ハロアルコキシ、
ハロアルキル、ハロアルキルチオ、ハロゲン、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、メルカ
プト、メルカプトアルキル、ニトロ、（ＣＦ３）２（ＨＯ）Ｃ－、－ＮＲＡＳ（Ｏ）２Ｒ

Ｂ、－Ｓ（Ｏ）２ＯＲＡ、－Ｓ（Ｏ）２ＲＢ、－ＮＺＡＺＢ、（ＮＺＡＺＢ）アルキル、
（ＮＺＡＺＢ）アルキルカルボニル、（ＮＺＡＺＢ）カルボニル、（ＮＺＡＺＢ）カルボ
ニルアルキル、（ＮＺＡＺＢ）スルホニル、（ＮＺＡＺＢ）Ｃ（＝ＮＨ）－、（ＮＺＡＺ

Ｂ）Ｃ（＝ＮＣＮ）ＮＨ－、及び（ＮＺＡＺＢ）Ｃ（＝ＮＨ）ＮＨ－から構成される群か
ら選択され；
ＲＡは水素及びアルキルから構成される群から選択され；
ＲＢはアルキル、アリール、及びアリールアルキルから構成される群から選択され；
Ｒ８ａは水素及びアルキルから構成される群から選択され；
Ｒ８ｂはＸ５がＮである場合には不在であり又はＲ８ｂはＸ５がＣである場合には水素、
アルコキシ、アルコキシカルボニルアルキル、アルキル、アルキルカルボニルオキシ、ア
ルキルスルホニルオキシ、ハロゲン、及びヒドロキシから構成される群から選択され；
Ｒ９は水素、アリール、シクロアルキル、及び複素環から構成される群から選択される］
の化合物又は医薬的に許容可能なその塩もしくはプロドラッグ。
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